
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若 葉 
～WA KA BA～ 

津沢小学校 

PTA 機関紙 

第 10６号 

令和７年３月 

発行/津沢小学校PTA 

 編集/広報委員会 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
っ
て Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長 

前
田 

章
宏 

日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

学
習
発
表
会
な
ら
び
に 

Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
再
認
識
事

業
、
運
動
会
や
各
学
年
活
動
、
専
門
活
動
、
地
域
の
活
動
の
実
施
に
あ
た
り
皆
様
方
の
惜
し

み
な
い
協
力
の
お
陰
で
無
事
開
催
で
き
た
こ
と
を
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
小
矢
部
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
会
議
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
と
、
他
校
で
は
コ

ロ
ナ
禍
以
降
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
な
大
き
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
行
事
は
開
催
し
て

い
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。 

確
か
に
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
当
然
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
も
減
り
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
な
規
模
で
の
行
事
は
行
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
幼
少
期
の
思
い
出
は
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
強
く
残
る
も
の
だ
と
私
個
人
と
し
て
は
感
じ
て
お
り
、
思
い
出
に
残
り
そ
う
な
Ｐ
Ｔ

Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
行
事
は
絶
対
に
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
負
担
は
増
や
さ
ず
に
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
近
い
規
模
で
の

行
事
継
続
を
で
き
な
い
か
と
考
え
、
執
行
部
一
丸
と
な
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
や
、

効
率
化
を
実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
実
際
に
昨
年
度
よ
り
も
＋
α

の
規
模
で
、
且
つ
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
業
務
負
担
は
少
な
く
開
催
で
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

 

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
行
事
を
減
ら
し
ま
す
。
」
そ
の
意
見
も

分
か
る
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
子
供
た
ち
の
思
い
出
も
減
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
の
日
々
を
経
験
し
た
現
在
（
い
ま
）
の
子
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
積
ま
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
一
心
で
こ
の
一
年
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
市
内
小
学
校
で
唯
一
津
沢
小
学
校
だ
け
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
大
き
な

行
事
を
開
催
で
き
て
い
る
の
は
、
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
等
を
通
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い

津
沢
校
区
だ
か
ら
で
す
。
津
沢
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
身

と
し
て
、
こ
の
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
は
大
変
心
強
い
も
の
で
し
た
。
改
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。 

四
月
に
は
新
し
い
津
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
始
ま
り
ま
す
。
会
員
・
教
職
員
・
地
域
の
皆
様

に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

令
和
六
年
度
津
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
、
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生（音楽） 

ようこそ！リズムのせかいへ 

１年生（劇） 

くじらぐも 

３年生（劇） 

三年とうげのあまのじゃく 

とき 令和６年１０月２０日(日) 

６年生（劇） 

走れメロス 

４年生（音楽） 

心をひとつに！届けよう みんなの音色 

学習発表会 

テ
ー
マ 

５年生（運動・表現） 

ハートほっとで輝け！津沢オリンピック 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メルギューくんと 

メルモモちゃんが 

来たよ 

 

１.収入の部 

前売り券販売 314,450円 

当日喫茶販売  41,500円 

遊休品販売   53,600円 

企業協賛   194,000円 

合計     603,550円 

２.支出の部 

  合計     335,139円 

３.差引残高(R６バザー収益) 

         268,411円 

バザー会計報告 

津沢小 PTAフェスティバル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年委員会活動報告 
１学年委員長 梶谷 秀昭 

9/27(金)ふれあい会食 

一緒に給食を食べることで、子供たちの学校

での様子を見ることができました。学校給食セ

ンターの栄養教諭坪野先生から「よい食習慣を

身につけよう」と題してご講演いただき、食事

の重要性について学ぶことができました。 

２学年委員長 西田 和宏 

11/4(月)親子ドッジボール大会 

親子、兄弟、先生でチームを作り、総当たりで試

合を行いました。 

子供たちの真剣にボールを投げ合う姿やチームで

楽しみながらプレーする姿を見ることができ、楽し

いドッジボール大会となりました。 

 

３学年委員長 松山 達也 

 ３/８(土)自転車教室 

自転車は、子供から大人になっても乗るも

のです。ですが、自転車教室を受ける機会は、

なかなかないと思いますので、しっかりとし

た知識をここで身につけて、事故の無いよう

にしてほしいです。 

４学年委員長 沼田 瑛佑 

 11/10(日)公民館祭り 

津沢コミュニティプラザと水島公民館に出向いて、

歌とリコーダーの発表をしてきました。 

天候にも恵まれ、沢山の方々の前で元気よく歌い、 

リコーダーも上手に演奏できました。 

５学年委員長 松井 宏昭 

 7/14(日)親子ユニホック 

RED-OX さんにボールの扱い方を教わってパスドリ

ブル練習、慣れたところで親子合同 4 チームの総当た

り試合を楽しみました。 

始めのうちはスティック捌きに苦戦していましたが、

順応が早く俊敏な子供たちのプレーに成長を感じつつ、

親子共々歓声あり笑みありの白熱の試合となりました。

たっぷりユニホックに親しんだ一日でした。 

 

６学年委員長 福田 弘幸 

 7/7(日)キンボールスポーツ 

おやべスポーツクラブの方々を講師に招き、親子、

先生と一緒に大縄跳びやキンボールを行いました。 

みんな初めての体験で、始めは大きなボールの扱

いに手間取っていましたが、慣れてくるうちにチー

ムで力を合わせてうまくキャッチすることができる

ようになりました。チーム対抗戦はとても盛り上が

り、思い出に残る楽しい時間を過ごすことができま

した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区委員会活動報告 
第
一
・
第
二
地
区 

 

地
区
委
員
長 

 

岩
﨑 

圭 
 

小
松 

昌
子 

 
 

 

八
月
二
十
四
日
（
土
）
朝
七
時
よ
り
第
一
地
区
、
第
二

地
区
合
同
で
津
沢
神
明
社
の
草
む
し
り
を
行
い
ま
し

た
。 子

供
や
保
護
者
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
津
沢
神
明
社
の
世
話
役
の
方
々
に
も
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

親
子
や
友
達
同
士
に
分
か
れ
、 

皆
で
協
力
し
て
除
草
し
て
い
た 

だ
き
、
と
っ
て
も
綺
麗
に
な
り 

ま
し
た
。 

終
了
後
に
神
明
社
さ
ま
か
ら
、 

ご
褒
美
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
三
地
区 

 

地
区
委
員
長 

 

金
谷 

雅
仁 

  

四
月
二
十
七
日
（
土
）、
清
水
の
善
照
寺
に
て
『
花
ま

つ
り
』
に
参
加
し
ま
し
た
。 

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝
う
行
事
で
、
花
台
に
一
人

一
人
ろ
う
そ
く
を
立
て
、
そ
の
中
に
飾
ら
れ
た
お
釈
迦

様
の
像
に
甘
茶
を
か
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

住
職
か
ら
お
釈
迦
様
誕
生
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ

り
、
み
ん
な
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

 

第
五
地
区 

 

地
区
委
員
長 

 

前
田 

将
司 

  

八
月
二
十
四
日
（
土
）
、
小
矢
部
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
自
然
の
中
で
、
子
供
た
ち
は
、
肉
や
野
菜
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
そ
ば 

等
た
く
さ
ん
食
べ
な
が
ら
交
流 

を
深
め
ま
し
た
。 

食
べ
終
わ
っ
た
後
に
は
花
火 

を
行
い
ま
し
た
。
明
る
い
光
に 

心
を
寄
せ
な
が
ら
夏
の
最
後
を 

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

第
七
地
区 

 

地
区
委
員
長 

 

宮
森 

忍 

  

七
月
二
日
（
火
）
〜
五
日
（
金
）
行
灯
製
作
、

七
月
六
日
に
行
灯
曳
き
廻
し
を
行
い
ま
し
た
。 

水
島
地
区
の
み
の
曳
き
廻
し
で
す
が
、
多
く

の
子
供
、
親
御
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
皆

で
楽
し
く
曳
き
廻
し
を
行
う
事
が
で
き
ま
し

た
。 製

作
で
は
、
子
供
た 

ち
が
下
書
き
の
後
の
蝋 

引
き
に
苦
戦
し
な
が
ら 

も
、
思
い
思
い
に
楽
し 

い
絵
を
描
い
て
い
ま
し 

た
。 

 

第
六
地
区 

 

地
区
委
員
長 

 

寺
口 

巨
生 

  

七
月
二
十
一
日
（
日
）
、
「
南
部
公
民
館
プ
ー

ル
清
掃
」
と
「
救
急
救
命
法
講
習
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。 

清
掃
で
は
汗
を
拭
き
つ
つ 

懸
命
に
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
で
汚 

れ
を
落
と
し
、
講
習
会
で
は
、 

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用 

法
を
学
び
、
夏
休
み
の
安
全 

を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な 

り
ま
し
た
。 

  

第
八
地
区 

 

地
区
委
員
長 

 

細
川 

祐
司 

  

八
月
三
日
（
土
）
四
日
（
日
）
に
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。 

地
区
の
ゴ
ミ
拾
い
、
能
作
で
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ

イ
ト
製
作
体
験
、
イ
オ
ッ
ク
ス
の
コ
テ
ー
ジ
で

宿
泊
等
、
奉
仕
活
動
や
体
験
活
動
を
通
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。 

  

第
九
地
区 

 

地
区
委
員
長 

 

中
山 

希
伊
子 

  

十
月
五
日
（
土
）
内
御
堂 

町
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
町

内
が
綺
麗
に
な
り
、
子
供
た
ち
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
帰
り
に
お
菓
子
を
配
り

ま
し
た
。 

   

八
月
十
一
日
（
日
）
胡
麻
島 

夏
の
校
外
班
行
事
を
行
い
ま
し
た
。 

胡
麻
島
神
明
社
の
草
む
し
り
、
ゴ
ミ

拾
い
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
留
所
周

辺
の
清
掃
活
動
を
、
子
供
た
ち
と
保
護

者
で
行
い
ま
し
た
。
親
子
で
み
な
一
生

懸
命
に
取
り
組
み
、
と
て
も
綺
麗
に
な

り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

     

十
二
月
十
九
日
（
木
）
経
田 

子
供
た
ち
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
し
ま
し
た
。
お
菓
子
と
図
書

カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て
、
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家 

再
認
識
事
業 

 

十
月
八
日(

火)

に
「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家 

再
認
識
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

津
沢
地
区
三
十
九
箇
所
、
水
島
地
区
二
十

五
箇
所
の
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
を
印
し
た

マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
し
、
実
際
に
下
校
途
中

に
あ
る
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
を
訪
問
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
な
り
に
こ
の
事
業
の
意
味

を
理
解
し
、
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
、
い
つ
も
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
事
業
は
「
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
と
や
ま
子
ど
も
の
笑
顔
支
援
事
業
」
か
ら

の
助
成
金
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。 

 
 

令和７年度 前期 行事予定 

４月 ７日(月) 新任式・始業式 

    ８日(火) 入学式 

   １９日(土) 学習参観・学級懇談会・PTA 総会 

５月１７日(土) 運動会 

   １８日(日) 運動会予備日 

  ６月２１日(土) 学習参観・PTA 講演会 

７月２４日(木) １学期終業式 

    ２７日(日) ６年立山登山 

 ～２８日(月) 

９月 １日(月) ２学期始業式 

     ８日(月) ５年宿泊学習 

    ～９日(火) 

１０月１９日(日) 学習発表会 

※予定は変更になる場合があります。 

編
集
後
記 

今
年
度
よ
り
広
報
「
若
葉
」
は
紙
媒
体
か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ
媒
体

で
発
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
信
方
法
は
変
わ
り
ま
し

た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
報
を
通
じ
児
童
の
様
子
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
こ
れ
ま
で
通
り
、
お
伝
え
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

編
集
に
あ
た
り
、
先
生
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
委
員
会
の
皆
様
に
は

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 広

報
委
員
長 

前
田 

舞
子 

 

生
活
教
養
委
員
長 

 

髙
橋 

佳
孝 

  

八
月
十
八
日(

日)

に
親
子
清
掃
を
実
施

し
ま
し
た
。 

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
学
校
内
の

清
掃
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護

者
・
先
生
・
子
供
が
協
力
し
て
、
子
供
た
ち

が
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
場
所
を
掃
除
す

る
と
い
う
機
会
は
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

 

ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
校
舎
を
見
な
が
ら

飲
む
ジ
ュ
ー
ス
は
い
つ
も
以
上
に
美
味
し

く
感
じ
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

 

川
原 

純
一 

  

十
一
月
二
十
日(

水)

に
親
学
び
講
座
を

開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

雨
晴
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長 

坪
田
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
睡
眠
と
メ
デ
ィ
ア

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。 

 

参
加
者
七
十
九
名
、
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
子
供
の
睡
眠
時
間
の
大
切

さ
を
考
え
る
大
変
有
意
義
な
時
間
に
な
り

ま
し
た
。 

 


